
 

【メカニズム】 

毛髪のダメージケアを化粧品で考えた場合、毛髪の表面を保護する場合と、毛髪の

内側から補修する場合があります。 

 

① 毛髪の表面を保護する 

表面のキューティクルをポリマーやオイル成分でコートする事で、紫外線や排気ガ

ス、タバコの煙等の環境ストレスから毛髪を保護します。 

 

 

 

 

広義では、ベースコンセプト原料に収載の「皮膜形成剤」、「コンディショニング剤」、

「油剤」もこの保護機能を有している物が多々あります。 

 

 

② 毛髪の内側から補修する 

キューティクルの重なり合っている隙間から有効成分が浸透し、キューティクルや

コルテックスをつなぎ合わせている CMC（細胞膜複合体）の保護・修復を行う事や、

主成分であるタンパク質の結合を強化させダメージをケアします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Coat 

マンゴーオイル 203、ピューリケア、モイスコート、ハニーテイン 

 

キューティクルのすき間から髪の 

内部に浸透し、内側から補修 

CMC（細胞膜複合体） 

キューティクル 

コルテックス 

毛髪のタンパク質の結合 

を強化させることで修復 

タンパク質 

セラミド 

サフラワーセラミド 

ナノリペア C 

TEGO Cosmo C100 

ハイドロバンス 

ハイドロトリティカム 

Neosolue-Aqulio 

有効性成分浸透促進と効果持続・親水化したダメージ毛を、疎水性に回復させる機能 


